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写真下 :ス マイルハウスにてテラ ルネッサンススタッフ集合写真

写真上 :11月 に来 日予定のウガンダ

現地スタッフ、 トシャ マギー
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10月 で設立5周年を迎えます!‐   ||
,

. テラ:ルネツサシスを設立した
|

のが、2001年 10月。今月、私たち
|

尋曖 は設立から5年を迪えましたも節|

‐
麟 .目 の月を迎えて、活動を振 り返つ |

壼墨菫 てみると、|どれだけ多くの方 IF支 |

えていただいたのか、感謝で胸が

いっぱいになるのです。|

その記念すべき年にt本会で初めての外国人スタ

ッフであるトシャ。マギニが来自します。「支援を下

さる日本の皆さんに、心からの感謝をお伝えした

い。」と、報告の準備に一生懸命だそうです。京都、

東京など、各地で報告会を開催いたします。お近く

の報告会場に、ぜひ足をお運びください:

設立目的である「すべてめ生命が安心 して生活で

きる社会を実現」するまで、初心を忘れず、歩み続

けてまいります。

理事長 :鬼丸昌也



本年 10月 で、テラ ルネッサンスは設立 5周年を迎えます。地雷除去支援を皮切りに、義肢装

具士の育成、ウガンダでの元子ども兵社会復帰プログラムなど、『地雷 小型武器 子ども兵 平

和教育』をキーワー ドに、幅広い活動を展開することができました。

会員 支援者の皆さまに、感謝の気持ちをお伝えするため、テラ ルネッサンス初の海外スタッ

フであるトシャ マギー (26)が来日し、京都 東京、沖縄、群馬、青森、鹿児島など、全国各地

で活動報告をさせていただきます。現在、日本の皆さまへ心からの感謝をお伝えできるように、一

生懸命、報告の練習 準備を行なっているそうです。

今回の全国キヤラバンを機会に、全国各地でウガンダ北部、子ども兵などの課題、そしてテラ

ルネッサンスの取り組みについて、多くの方にご理解いただけることを願つております。ぜひ、お

近くの会場に足をお運びくださいますよう、お願い申し上げます。

私はブルンジで生まれました。母親が赤ん坊の頃に亡くなり、父

親一人に育てられてきました。 しかし、私が七歳のとき、その父親

が虐殺で殺され、兄弟も行方不明で私は一人難民となって、隣国の

コンゴ、タンザニア、ケニアと渡り歩き、 13歳の時にウガンダに

やってきました。

一度も学校に行つたことのない私が働けるところは限られていま

したが、それでも必死に働きながら、自分で英語や算数など、生活

するのに必要な知識を身につけ、インド人の会社で働きながらコン

ピ
孟E[I?留肇畠:スLiう♭傷讐都)カ ンパラの道端で、生活をL !

していた孤児の子どもたちです。彼ら5名 を、私の子どもとして育てています。

I   J

そんな子どもたち

の笑顔を糧に、今まで生きてきました。

テラ ルネッサンスで働こうと思つたのは、私と同 じように紛争の影響で犠牲になった人たちに

少しでも希望を与えられるよう、何か自分にできることをやってみたいと思つたからです。

同時に、テラ ルネッサンスの「ひとリー人には未来を創る力がある」という理念に、心から共

鳴したからです。これからも、私にできることを精一杯やらせていただこうと思つています。

この全国キャラバンで、日本からご支援 してくれている方々に、心から感謝の気持ちをお伝えし

たいと思います。

【トシャ マギー プロフィール】

特定非営利活動法人テラ ルネッサンス ウガンダ事務所職員。1980年 ブルンジ共和国生まれ、

26歳。幼い頃に母親を亡くし、父親に育てられてきた。 7歳のとき、ブルンジ内戦の虐殺で、父

親が殺害され、兄弟も行方不明となる。難民として。コンゴ、タンザニア、ケニアと渡り歩き、 1
3歳の時にウガンダヘ。独学で英語 算数など必要な知識を身につけ、インド人の経営するコンピ

ューター会社へ就職。 5名 のス トリー トチル ドレンを引き取り、自分の子どもとして育てている。

05年にテラ ルネッサンスと出会い、「一人ひとりに未来を造るちからがある」という理念に共

鳴 し、現地職員になる。現在、ウガンダ事務所職員として、スマイルハウス (元子ども兵者社会復

帰促進センター)の運営などに関わつている。



今回、著名な類人猿研究家であり国連平和大使として活躍されているジェーン グドール博士が、

特別に出演 くださることになりました (第 1部のみ)。 博士は、『ぼくは 13歳 職業、兵士』に推

薦文を寄せてくださるなど、日ごろからテラ ルネッサンスの活動を支援くださっています。

第 1部 ジェーン グドール博士特別講演会 ～ルーツ&シ ューツ 希望の新芽を育てる～

基調講演 :ジ ェーン グ ドール氏 (国連平和大使/類人猿研究者)報告 :ト シャ マギー

第 2部 テラ・ルネッサンスの挑戦 ～元子ども兵の社会復帰を目指 して～

報告 :小川真吾、 トシャ マギー

日時 :2006年 11月 10日 (金 )

第 1部 ジェーン グ ドール博士特別講演会 13:00～ 15:00 (開 場 12:30)
第 2部 テラ ルネッサンスの挑戦 19:00～ 21:00 (開 場 18:30)

場所 :ウ ィングス京都イベントホール (京都市中京区東洞院通六角下る御射山町 262)

地下鉄四条駅 阪急烏丸駅 (20番 出口)下車徒歩約 5分

参加費 :第 1部 ジェーン グドール博士特別講演会 ¥1, 500
第 2部  テラ ルネッサンスの挑戦 ¥1, 000

【ジェーン グドール博士 (Dr」 ane Gooda‖ )】 野生チンパンジー研究者 国連平和大使

1934年イギリス ロンドン生まれ。26歳の時よリタンザニア ゴン

ベのジャングルにてチンパンジーの研究を始める。 世界で初めて、チ

ンパンジーが道具を作 り 使うという事実を発見するなど目覚 しい研

究成果をあげ、チンパンジー研究の世界的な権威となる。1977年 には、

野生動物研究・教育 保護団体ジェーン グ ドール インスティテュ

ー ト(」GI)を設立。ジェーン グドール博士は現在、執筆のかたわら、

ほとんど休みなく世界中をめぐり、講演や教育活動をおこない、世界平和や未来への希望を訴現r~
子供たちを勇気づけることにより、世界を変えようとしている。著書は『森の隣人一チンパンジー

と私』『心の窓―チンパンジーとの 30年』『森の旅人』など多数。

の

とも、申込はテラ

ネッサンス事務

まで、電話でお問

い合わせください。

(電 話 /FAX:
075-645-1802)

ア フ ルネッサンスの挑戦 ～元子ども兵の社会復帰を目指 して～

報告者 :小川真吾、 トシャ マギー

日時 :2006年 11月 11日 (土 )19:00～ 21 :00
場所 :JCA地球ひろば (東京都渋谷区広尾 4224)
東京メトロ日比谷線広尾駅下車 (A3出 日)徒歩 1分

参加費 :¥1, 000

トシャ マギーの招聘費用、全国キヤラバン経費のご協賛をお願いしており

の会場で報告会を開催できるように、皆さまのご協力をお願い申し上げます。

は、下記の郵便振込口座にひと口 1,000円からお振込みくださいませ。

加入者名 :テ ラ ルネッサンス基金 加入番号 :00950-7-1337
※通信欄に『全国キヤラバン』をご記入ください。

ます。一つでも多く
~~

ご協賛いただける方

60



口,ガンタ
ウガンダでは、7月 中旬から8月 中旬にかけて、政府軍と反政府軍 (LRA)の 間で和平交渉が行われ

ていました。これにより、ウガンダの情勢はめまぐるしく変化 し

ています。

大きな動きとしては、8月 29日 、政府軍と LRAが 「停戦合意」

に署名 しました。 しかし、これは双方に対する敵対行為やプロパ

ガンダを停止するという内容にとどまっており、包括的和平合意

までには更なる交渉が必要とされます。

同合意で LRAは、合意の執行から3週間以内に指定された集合ポ

イントに集まることになりました。けれども 3週間という期日を過ぎた時点で、多くの LRA兵士が

集合ポイントに集まったものの、指導者のジョセフ コニーは姿を現 しませんでした。コニーも含

めた LRA軍全員が、3週間以内に集まることが、和平交渉を開始するための前提条件とされていま

したが、コニーが姿を現していない現在、和平交渉が再開される見通 しはまだ立っていません。こ

の交渉がスムーズに運ばない一番大きな原因は国際刑事裁判所 (ICC)へ LRA指導者 5名 の身柄を引

き渡すかどうか、という争点です。政府側は恩赦法を適用 しICCへは引き渡さないと表向きに発表

していますが、一方で 100が LRA指導者たちの拘束を強く要求していることもあり、LRA側 は政府

側の発表 (CCに引き渡さない)を信用できずに、交渉が停滞 しています。現地では、以前にも和平

交渉が成立寸前で崩壊 したという先例があるために、住民間では lCCに よる裁きに固執するよりも、

許 しと和解 (恩赦)に よリー刻も早く20年にわたるこの紛争を終結 したいという声が多く聞かれま

す。テラ ルネッサンスでは、現地スタッフと連絡を密にし、HP(http://wnw terra r jp/)や 公

式ブログ (http://terra01 exblog ip/)な どで、現地の正確な情報を皆様にお伝えしていきます
写真出展 :http//岬 w bistandsaktue t com/tes asp?D=51l  http//ww hornafr k com/Newspage/news0283 htm

ウ ガ ン ダ 北 部 グ ル 市 に て 、 株 式 会 社 ア イ ケ イ 様

(http://wwlw a― kei cO jp/ 代表取締役 :飯 田裕様)の ご支援により、
「グローブ ハウス」を建設 しています。この「グローブ ハウス」は、
「スマイル ハウス」の隣に建設され、第 2教育棟として使用されます。

今後は、この「グ回―プ ハウス」において、基礎教育やプライマリーヘ

ルスケアーの指導、環境、平和教育などが実施されます。 建築中の「グロープ ハウスJ

■
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10月 より、ルネッサンス プログラム第 1期生は「スマイル ハウス」での職業訓練を修了し、

小規模ビジネスを開始 します。これからは、パー トタイムでの訓練や小規模ビジネスの指導を受け

ながら、マイクロクレジットを利用 して、自ら考えたビジネスによつて収入を向上させていきます。

同時に、第 3期生が「スマイル ハウスJに加わります。現在、選考中ですが、約 30名 の元 子

ども兵への自立に向けた支援 訓練を始める予定です。

元・子ども兵の社会復帰を31o00/月 から支援するルネッサンス・プログラム・サポニター募集中!!
会費は元・子ども兵の基礎教育 :職業訓練費、食費、医療費等に使用されます。
詳しい情報はテラ,ルネ,サ ンス事務局・担当吉田 (tel:075=645,1802)ま でお問い合わせ下さい。

LRA指導者    ウガンダ大統領
ジョセフ コニー    ョゥェリムセベニ



テラ フレネッサンスで支援を受け始めてから、元・子ども兵たちは様々な変化を見せています。
今回は、昨年4月 から受益者となった 1期生のアチャン・ジャックリンさんを紹介 します。

アチャン ジャックリンさんは、誘拐されてから自分よリー回りも上
の大人兵士と強制結婚させられ、その兵士の子どもを出産 し、8年間拘
束された後に、村に帰つてきました。左の写真はテラ フレネッサンスの

支援を受ける前の彼女です。目からは全 く生きる気力さえ感 じられませ
んでした。

帰還後、ジャックリンさんは、村で恋をし、その男性の子どもを身
ごもりましたが、相手の男性の家族から、彼女が元少女兵だというこ

とで、結婚を断られ、仕方なく子どもを 1人で出産することになつて

しまいました。元子ども兵たちは、故郷に戻つて、もこのような差別
や困難に苦 しめられることも多いのです。

そんなジャックリンさんでしたが、テラ フレネッサンスで支援を受け始めて
から、様々な変化がありました。もの静かで、ぼそぼそと話すシャイな子で
したが、授業に慣れるに連れて、授業で質問をし始めるなど、積極的に自立
へ向けて動くようになってきました。小規模ビジネスのワークショップでは、
一生懸命にメモを取つたり、自立するために節約できるものは最大限節約 し、
貯金 したりしていました。そ して、つぃに自らの貯蓄したお金でミシンを置
いて商売をする場所を市場の一角に借 り、洋裁の商売を開始しました。

先日、平和教育の授業の中で、スマイルハウスのイメージを

受益者たちが描きました。ジャックリンさんは、その授業を欠

席 していたのですが、次の日に自分も描きたいと言い、授業外
の時間で描いてくれました。絵の中には、「SMILE HOUSE IS 000D

SCH00L(ス マイルハウスは良い学校)」 という文字が書かれてい

ます。ジャックリンさんと一緒に写っているのは、昨年生まれ

たシンゴ君。上の写真に写つている小さい赤ちゃんです。こん

なに大きくなりました。この名前は、ウガンダ駐在員である小

川真吾の名前をとって「シンゴ」と名づけられたそうです。彼
女は、「あなた達は私の父親であり母親のようなものです。あなたがここに来てくれるようになっ
てから私は未来に希望を持てるようになりました。だからこの子どもにも “シンゴ"の ように希望
を与える子どもに育つて欲 しい。そう願つてシンゴと名づけました。Jと 語つてくれました。

スマイルハウスで支援を受けている元 子ども兵たちは、一人ひとり違つた変化を見せています。

テラ ‐ルネッサンスは、その一人ひとりの「変化」を大切にしながら、支援を続けていきます。



卒業式に参加した江角 (左 )と
ソックンさん (右 )

カンボジア プノンペンにある義肢装具士養成学校 (CSPO)。 2006年 9

月 12日 、この学校の卒業式が行われ、テラ ルネッサンスが奨学金を提

供 してきたカンボジア人学生、ウム ソックンさんが卒業 しました。『彼

女は 2003年 からテラ ルネッサンスが支援を始めて以来、トップの成績

を修めており、非常に優秀な成績で卒業することになった』と義肢装具

士養成学校のマネージヤー、リザ氏は教えてくれました。テラ ルネッ

サンスは、カンボジアで、地雷被害者やポリオ (小児麻痺)患者などの

障害者が多数存在することと比べると、長い内戦の影響で、こうした障

害者に義肢 (義足や義手など)や装具などの補助具を製作する義肢装具

士が圧倒的に少ないことに気づきました。カンボジア人の義肢装具士を

育成するために「地雷廃絶と被害者の会 熊本 (KLCC)」 とともに彼女の

奨学金90万円/年を提供 してきました。特に女性の障害者もたくさん存在するのに、女性の義肢

装具士がほとんどいないことから、女性の障害者が安心 して義肢装具を提供 してもらえる環境を作

ること、そして女性がこうした職業についてもっと働いてほしいというジェンダーの視点からも彼

女の奨学金の提供を決定 しました。今回の卒業式には、カンボジア政府の大臣も参加 して、一人一

人に卒業証書と義肢装具士の認定資格などが授与されました。式の後、催された卒業パーティで、

ソックンさんは、『今まで支援をしてくださつたテラ フレネッサンスのすべてのスタッフ、支援者、

特に高雄中学校の皆さんには、とても感謝 しています』とお礼を述べていました。そして、卒業後

はハンディキャップ インターナショナルという NGOで義肢装

具士として働 くことが決まつているそうです。ぜひ、この学校

で学んだスキルを生かして、障害者の義肢装具を製作すること

で、彼らの未来を創造 し、夢を達成する手助けをしてほしいと

思います。“障害者の地雷や戦争のために失われた心を補つてほ

しい   "、 それがテラ ルネッサンスから彼女へのこれから

の希望です。

2006年 10月 からカンボジアでは、NPO法人インターバンドと共同で、最貧困層の特に地雷や小型

武器の被害者のいる家族を中心にパイロット (試験的)プロジェク トを始めます。第 1期では、10

月～2007年 3月 までの 6ヶ 月間、これまで支援 してきた除隊兵士プロジェク トの経験を生かし、現

地スタッフが小額の資金提供と家族との話 し合いでビジネスプランを設計 し、最貧困層の自立をサ

ポー トします。また、これまでインターバンドの実施 してきた 5年間のプロジェクトのなかで、様々

な トラブルのために自立ができなかつた数家族を再支援する予定にしています。2006年 9月 、カン

ボジア事業担当の江角とインターバンドのスタッフ、そして現地スタッフでバッタンバン州での調

査を実施 し、バナン地域チャン ミエン・チヤイ コミューン、 ドーン村とチャン ホウ スヴア

イ村の地雷被害者や小型武器被害者、未亡人などいる 13家族を選定 しました。バナン地域は、1990

年代になってもクメール ルージュと政府軍の激しい戦闘が起きた地域で、内戦中タイの国境難民

キャンプから帰還 した難民帰還者も多くいます。戦闘が起きた際に地雷も埋められ、地雷被害者も

出ている地域です。今回の調査では、こうした内戦の影響で家族自体がばらばらになってしまつて

いたり、地雷によつて夫を亡くして未亡人になった人、貧困のために子どもたちが働きに出かけて

いる家族など、様々な問題を抱えている家族に出会いました。今回支援をするその中の 2家族を紹

介 したいと思います。



支援対象家族 1  をg/_ょ って奪ゎれ /_―夫 と生活

コン パオ夫人 (36歳)娘 1人、息子 3人
バッタンバン州バナン地域チャイ ミエン チヤイ コミューン、 ドーン村

支援対象家族として選定 しま

られる鶏の飼育からスター ト

彼女は、 3年前に夫を地雷の事故によつて亡くした未亡人です。

彼は近 くの川の反対側で自生 していた野菜を見つけて採りに行つ

たときに地雷を踏んで、亡 くなつてしまいました。この川の周辺

では何度か地雷の事故が起きていました。結局働き手を失ったこ

の家族は、現在とても貧 しい生活を強いられており、奥さんと一

番上の娘が隣人の畑や作物栽培の労働者として雇われて、生活費

を稼いでいます。実は、現在住んでいる家の建っている土地もこ

の家族のものではなく、いつまでこの土地で生活できるかわから

ない状況です。 1番上の娘は、学校へ通うお金がなく、生活 して

いくお金を稼 ぐために、プノンペンでウェイ トレスとして働いて

月 50ド ルを稼いでいました。しかし、生活できなくなったために

戻つてきましたが、その交通費で 25ド ルの借金があります。学校

へ通えているのは 1番上の息子だけです。こうした厳 しい生活状

況と他の NGOの支援が水がめ 1つの支援 しかないということから、

した。フェーズ 1での小額の資金提供を利用 して、まずは簡単に始め

したいと奥さんは語つてくれました。

支援対象家族 2  『医者
=こ

な グ/_― ιゾ・・・子ど

`産
の夢をかなえる/_‐め/_

パック・パオ夫人 (38歳)息子 2人 娘 1人

バッタンバン州バナン地域チャイ ミエン・チヤイ

パオ夫人は、夫の DV(ド メスティック バイオレン

ス)のために 6ヶ 月前に離婚 しました。夫は、酒を

飲んで、暴力をら、るい、彼女は頭や体にあざができ

ています。また、肺の病気を患つており、ときどき

腹痛もあります。こうした健康状態で働 くことが難

しく、子ども3人 を養つていくことが非常に困難な

状況で、食べるものさえないときには、近 くのお寺

へ行つて料理を作る手伝いをして食事を食べさせ

てもらつています。隣人に雇われて、農作業の手伝

いの仕事があるときには 1日 5000リ エル (1$≒

4000リ エル)を稼ぐことができますが、農作業のな

い日は、仕事がありません。家の建つている小さな

土地と 1ヘ クタールの農地がありますが、農地は弟に貸 しており、ときどき収穫 した作物をもらう

こともあります。日々の食べるものもない状況のなかで、子どもたちは 3人 とも学校へ通わせるこ

とができていません。カンボジアでは、こうした貧 しい家族は生活が難 しくなるとタイの国境など

へ出稼ぎに行つたり、移住 して しまうケースがたくさんあります。そして誰も入ろうとしないで残

っている地雷原の森を切 り開き、木を売って、土地を耕 し、農地にしようとして地雷被害にあう村

人があとを絶ちません。これまでの調査からこうしたカンボジアの現状を考慮 して、地雷被害者の

さらなる増加を予防することも 1つの目的として、この家族の生活再建支援を決定しました。小額

の資金提供を利用 して 10月 から野菜やフルーツを市場で安く仕入れ、他の土地で売ることで差額

を得るビジネスを始めることを予定 しています。最後に学校へ通えない子どもたちに、将来の夢を

聞きました。8歳の娘はまだ幼くて何になりたいのかまだ分からないようでしたが、11歳の息子は、

『医者になりたい』と恥ずかしそうに夢を語つてくれました。

コミューン、チヤン・ホウ・スヴァイ村
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申峰|(継続)がで吉う|,になりましな●
テラ ルネッサンスでは、会員 (サポーター)に なっていただくことを、身近な国際協力 社会

参加の第 1歩 と考え、呼びかけてきたのですが、『郵便局や銀行で送金する時間がない。』などの声

をたくさんお聞きし、サポーターになりたい方の想いを無駄にしない方法を検討 してきました。そ

こで、京都の N00単独では初めて、新規入会 継続手続きを、ホームページからできるようにいた

しました。

しかも、支払い方法が、従来の郵便振込、自動振替だけでなく、クレジットカー ド決済、コンビ

ニエンスス トアでのお支払もお選びいただけます。とっても便利になりました I!ぜひ、この機会

に、国際協力の第 1歩、サポーター登録 (入会)を お願いいたします。

詳 しくは、下記のページをご覧ください。

【入会申込ページ】 http://www terra― r jp/profi e/entry f html

映画とトークで、平和を考える『大阪平和映画祭』。 3本の映画と、各地で活躍する3名 の トー

クを 1日 で聞けるお得なイベントです。本会が推薦 した「イノセント ボイス (エ ルサルバ ドルを

舞台にした子ども兵に関する映画)」 も上映されます。当日は、理事長も出演 して、イノセント
ボイスの解説と、子ども兵問題についてお話 します。

日時

大阪平和映画祭 詳細 ≫
:てんつくまん、きくちゆみ、鬼丸昌也
:『平和の倉」り方』、『イノセント ボイス』、

『天国はつくるもの 107+1』
:2006年 10月 14日 (土 )

10:00開 場 20:00終 演予定

会場 :エルおおさかホール (大阪府立労働センター)

チケット:前売券2800円 (入替無し、1日 通用)

ペア券4500円 (入替無し、 1日 通用)

【前売リチケットのお求めは、郵便振込みでお願い
します】加入番号 :00960-2-267686

加入者名 :」 Jプ ロジェクト関西
代わりになりますので、当日、必ずお持ちください。
ちら。  〈http://b ogst ip/osaka― p― f/archive/1〉

演

映

≪

出

上

※振込み用紙の控えがチケット

■詳 しいスケジュールなどについては、こ

森源太 (も りげんた)さ ん。〈http://1www mOri

本一周 し、心にしみる歌を歌い続けてきたアーテ´

10月 15日 (日 )に服部緑地公園 (大阪)にて

プを開催。収益の一部を、カンボジアの地雷撤去 |

んと出逢って、カンボジアの子どもたちへの熱いリ

ちらも心から応援 したいと思うようになりました。それほど心を込めた素晴らしい若者たちのイベ

ントです。ぜひ、関西近郊の方は、 10月 15日 には『ぜろ祭り』にご参加ください。2, 000
円で、素晴らしい音楽に出会え、カンボジアの地雷撤去を応援することができます。

■『ぜろ祭り』の日程、会場、チケット購入方法などは、こちら〈http://www zerOmatsuri com/〉



修理された車と受益者 (チ ャイル ド マザー)

の子どもたち

8月 1日 から開始 した夏季募金キャンペーン。 9月 15
日の終了時には、目標を超える約 81万円もの募金が寄せ

られました !今回の夏季募金は、ウガンダのスマイルハウ

スで使用 している元 子ども兵の送迎車が壊れてしまった

ため、その修理費への呼びかけをさせていただいたのです

が、中には「車の修理費に使ってください」というメッセ

ージを書いて振込みをしてくださる方もたくさんいらっし

ゃいました。現場のプロジェク トを行う上で車がいかに重

要かということを、支援者の皆様がご理解くださつている

ことに、深 く感謝 したいと思います。ありがとうございました。

3月 に引き続き、 8月 もカンボジアヘのスタディツアーを行い

ました。今回は過去最多の 10人 が参加。昨年の今頃は干ばつがひ

どかつたカンボジアですが、今年は洪水が頻発 しており、メイン

である地雷原の見学も断念せざるを得ないほどでした。 しか し、

地盤がゆるくても地雷撤去作業は行われており、乾季のカンボジ

アでは見ることのできない側面を垣間見ることができました。

また、今回のガイ ドを引き受けてくれたとても活発で明るいソ

ティさんは、実はカンボジア政府軍に拉致され、子ども兵として― ――  ヽ ´ヽ 一 ― ―  ‐  ́ ―′・‐~~,一――ヽ .―  ヽ コー V´ 、― ツ ヽ |プ レマ株式会社様よりいただいた除虫
戦った経験を持っていました。参加者はソティさんの笑顔の奥に 菊を配る、ガイドのソティさん

隠された苦 しみを感 じ取ることで、「紛争」というものを身近に感 じたようでした。
ツアーの報告会は京都 東京の 2箇所で開催いたします。スタディッアーに参加 してみたいと思

つていらっしゃる方は、ぜひ報告会にご参加 ください。 (報告会の詳細は、ホームページに掲載 し

ておりますので、ご覧ください)

ボランティア事業の立ち上げにあたり、テラ ルネッサンス事

務局ではボランティアさんが作業のできる部屋を借 りることに

しました。場所は事務局の隣部屋で、目の前に公園が見える、と

ても開放的なスペースです。8月 21日  23日 の2日 間をかけ

て大清掃を行いました。21日 の時点では、天丼のライ トの縁か

ら虫が落ちてくるようなおそろしい状況でしたが、 21日 に2

名 23日 に4名ががりで清掃を行い、見違えるようにキレイに

なりました。この部屋で、ボランティアさん主体的に事業を生み

出せるようになってくれることを期待 しています。一緒に清掃を

手伝ってくださいましたボランティアのみなさま、ほんとうに

ありがとうございました。
ルーム。報告会などにも対応できます

-9-



ウガンダでの元子ども兵社会復帰支援事業に関連 し、ウガンダ原産コーヒーを販売することにな

りました。その名も、「Caf6 de Terra Rena ssance(カ フェ ド テラ フレネッサンス)」 。

必要経費を除く収益は、すべてウガンダ北部における支援事業にあてられます。

おいしいコーヒーを飲んで、元子ども兵の社会復帰を応援 してみませんか?

甲.舞彎■叫特‐
「Caf6 de Terra Renaissance」 は、化学肥料や農薬を一切使わず、自然栽培されたコーヒー豆

を使用 しています。コーヒーの苗も現地に自生 しているものを、畑に移植 して栽培 しているので遺

伝子組換えの心配もありません。

111ゞ|すi='|テ■lζ需111EI」蒼I:‐業:li磐機JAS規格)で
君所;警与ふ:二撞|[重フhifttξ暦魯菖婁[言詣ξ』:稚場唇竃軍
物質が検出されたとしても、基準の数値さえクリアしていればオーガニ

ックと呼ぶことができます。

「Caf6 de Terra RenalssanceJの 取扱元である (株 )ク リスタルコ

ーヒー (前 :勝原コーヒー httpl〃 wWW katsuhara jp〉 は、独自の検査

婚 畠][I翼 巽 鞣 を、算色niし
ヽ

=u、

T税 (

栽培→出荷→輸入のすべての工程において、化学成分は一切使用 してい

ないということです。

このコーヒー豆は、すべて現地の人々が栽培 し、

て正当な賃金が支払われています。

取扱元である (株)ク リスタルコー ヒーを通 し

テラ フレネッサンスでは、現在さまざまな支援事業に取組んでいますが、安定 した財源確保がま

だまだできていません。今後も国際協力事業を、安定的に継続 していくために、資金を十分に確保

する必要があります。その一環として、コーヒー会員制度を設けることになりました。登録すれば、

3ヶ 月に一度、おいしいコーヒー2袋とウガンダ関連グッズがお手元に届きます。会費は月々1,000

円 !コ ーヒー会員になつて、あなたもウガンダの元子ども兵社会復帰事業を応援 してみませんか?

お申込み方法

e―mallま たは FAXにて、住所 氏名 連絡先を明記の上、「コーヒー会員希望」と表記 してくだ

さい。後日専用の登録用紙を送付いたします。e mai iCOntactOterra r jp  FAX1075 645 1802

=ボ
マンテイ711青中■響暉甲11(摯明署著写当≧■

|■■ ■■ ‐ |■ ■|■ |■ |‐ ■ |‐ ■        ‐・ ・ ~

今回コーヒー販売を担当することになりました春山裕貴子です。18歳の頃に

地雷被害に関心を持ち、テラ ルネッサンス設立初期からボランティアとして

関わつています。この物販事業を通 して、テラ ルネッサンスが取り組んでい

る支援事業の継続に貢献 していきたいと考えています。事業を行なう中で、い

ろいろな経験をしていくと思いますが、そのすべてが人と人との関わりである

とぃうことを忘れずに歩んでいきますので、これからもよろしくお願い します。

10



テラ ルネッサンスではここ最近インターンの活躍が際だつています。ボランティアとは異なり

業務の主担当などを任せる分、責任を持った仕事を求められますが、それぞれの得意分野や個性を

活かしてテラ ルネを盛り上げてくれています。

9月 よリインターンシップをさせていただいている、立命館大学 3

回生の上原誠子です。大学では “人が生まれながらに持っている可能

性を引き出す支援について研究したい"と 思い、心理学を専攻 してい

ます。支援者がいる間のみ成立する援助ではなく、世代を超え受け継

がれるような効果を持つた援助とは何か、支援される側が自ら気付き

活動する環境設定とはどのようなものだろうかと考えていました。

そのような興味関心を軸にいつか発展途上国という場で具体的に

行動をしたいと以前より考えていました。このように知識ばかりを追

い求めるのではなくフィール ドに出て様々なことを吸収 したいとい

う思いがあつたため、今回インターンシップに参加させていただこう

と決心 しました。またインターンシップでは自分の興味関心に関連 し

た事のみに着目するのではなく、対人援助の場における援助者として

のバランス感覚や柔軟性も学ばせていただきたいと思います。「大学生活で 1番力を注いだことは、

テラ ルネッサンスのインターンシップです」と胸を張つて言えるように精一杯頑張らせていただ

きます。よろしくお願いいたします。

,|‐,||11=■
`|.|,

毎年夏休みは、休暇を利用 して中期 (2ヶ 月間)の インターンもたくさんやってきます。長期

のインターンに比べて学習的要素が強いことが特徴ですが、カンボジアのスタディツアーにも参加

するなど、積極的に業務を担当してくれました。

1言村事業|^|(大学■ンソ|'ア
ー
1京都|と ,‐)

中期インターン生の美馬清美と申します。

当に多くの方々にテラ ルネッサンスが支

られていることを様々な業務を通 して感 じ

と共に、つながりの大切さというのを学ば

ていただきました。

また、カンボジアでは与えられた情報では

く、実際に現実を体感することにより様々

問題と向き合い、平和の尊さについて真剣

考えることができました。これから卒業す

まで、多くの世界や平和に関する知識をつ

、「知った者の責任」としてたくさんの方に

心を抱いていただけるよう、できる限りの

とを実践 していきたいと思います。

この 2ヶ 月間は本当に貴重な経験ができし

ヒ。多くの方との出会いや学びの機会を与え

2ヶ 月前、NGOと は何かを学ぶところか

ら始まり、地雷や貧困 環境などの問題の現

、それに対する様々な支援を見てきまし

た。そしてそれらを知るにつれて、あらゆる

援の根本には、私たち一人ひとりの意識が

ることを感 じました。寄付 物品回収 署

リサイクルなど、一人ひとりのできるこ

とは限られていてもそれらが積もり積もっ

大きな支援を実現させていることを学び

ま した。そ して、私にもできることがたくさ

あると感 じま した。 この気持 ちを忘れず

こ、世界のあらゆる問題に目を向け、そ して

自分のできるところから行動 していこうと

います。インターン終了後もボランティア

タッフとしてお手伝いに行かせていただ

くださりありがとうございました。 きたいと思つています。



★10月 07日 (土 )講演 :島根大学モンゴルの会 (島根)

☆10月 07日 (土 )主催 :ス タディツアー報告会 (京都)

★10月 14日 (土 )講演 :大阪平和映画祭 (大阪)

★10月 15日 (日 )講演 :NPO法人さぬきっずコムシアター (香川)

☆10月 17日 (火)講演 :株式会社アイケイ (愛知)

☆10月 21日 (土 )講演 :」AM兵庫 (兵庫 )

☆10月 25日 (水 )講演 :練馬区大泉第二中学校 (東京)

☆10月 29日 (日 )主催 :ス タディッアー報告会 (東京)

☆10月 30日 (月 )講演 :中越理容女性部会 (新潟)

★11月 02日 (木 )講演 :龍大ボランティア NPOセ ンター (滋賀)

☆11月 08日 (水 )講演 :松坂青年会議所 (三重)

★11月 18日 (日 )出展 :みえ国際貢献フェスタ (二重)

χ//′ /θ ′″1ら設立 場 孵 記 農 饉 諄 ャラノゞシ″ σまグオナ′
テラ・ルネッチンスi″イベントヘのお問ι吟わせな
テラ‐ルメンノンス事務局 (担当/鬼丸 ‐森本)までお願ι

'ι
ま九

ネ ッ 卜で情報発信中

■理事長の講演スケジュ

ールや、イベント情報をい

ち早く公式ブログ発信中。

【公 式 ブ ロ グ 】

http://terrao l exblog,p

■メルマガ「テラ ルネニ

ュース」も毎週発行中。

下記 URLか ら登録可能。

http://www mag2 com/m/

00001 93855 html

一緒にテラ・ルネッサンスを造つていきませんか (会員募集)

テラ フレネッサンスは世界平和の実現を目指す市民団体です。テラ フレネッサンスの趣旨に賛同

される方は、ぜひメンバー登録をお願い致 します。

【会員特典】 会報誌「結晶母」等の贈呈 テラ フレネッサンス主催のイベントヘの優待 など

【会員

種別】

郵便振替 00950-7-133760 加入者名 テラ フレネッサンス基金

正会員 ●正会員 30,000円 /年

賛助会員

●個人会員 3,000円/年

●ジュニア会員 (18歳まで) 1000円/年

●団体会員 50,000円/年
ファンクラブ会員 ●理念に賛同 し、月単位で継続支援される方 1,000円 /月

『結晶母』は株式会社ピュアライフジャパン様の広告協賛で作られています琴紺鷲
ⅨЖ lκ)UR S國耐ぽVT榊皿 http://pureli■ jp

【編集後記】(事務局 :森本のり子)

先日、カンボジアで現地ドライバースタッ
フのお子さんに会ってきました。もうすぐ
1歳になる、日のくりくりしたかわいい女
の子。スタッフを雇用するということは、
彼に連なる家族にも責任を負わないとい
けない。改めて事務局スタッフとしての責
務の重大さを感じました。

【編集・発行】

特定非営利活動法人 テ ラ・ ル ネ ッサ ンス

612-0031 京都市伏見区深草池ノ内町 5-23-105

tel/fax:o75-645 1802 emal icontactOterra r ip

URL  http://www terra― r jp

本誌はリサイクルや地球環境に配慮

した大豆油インクを使用しています
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